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ま え が き
この書物は、宣教師教育連合審議会発行⽝世界諸国背景知識シリーズ⽞の第
4 巻をなすものですが、これまでシナ〔当時の中国の呼称〕・アフリカ・インド
に関して採用されてきた手法を出来る限り踏襲することによって、限られた紙
数の中で日本人の生活様式あるいはその思考方式を紹介しようと試みるもので
あります。ただ、紙数が限られているために、この書物ではその概観をお伝え
することが出来たに過ぎません。この書物に盛られた情報と知識は、やむなく
圧縮されざるを得ませんでした。しかし、日本人の真実の姿、すなわち日本人
には日々の喜びも悲しみもあり日本人が歴史も伝統も持った民族であるという
こと、そしてこれらの研究が真剣な研究の対象として取り組むに値するもので
あるということを本国に伝えたいと思う一般校ならびに日曜学校などの先生方
に、その背景的知識を提供したいと願うものであります。
ある面から見れば私たち以上に高い文明を持っている日本という国について
の記述に際して、すべての問題についての紹介は不可能と言うべきでありまし
ょう。しかし、私は、この国の劣っているところや欠点に関する記述において、
充分に寛容の気持ちを持っていたかということ、誇張とか過剰な潤色がなかっ
たということを唯々願うものであります。筆者は、自分自身が日本人の真の意
味の友人の一人であると公言できるということに誇りと喜びを有する者であり、
その長期間の日本滞在中に多くの日本の方々から寄せられた数々の好意に感謝
し、これを記録に残したいと願う者であります。もしこの小著を読まれた方が、
この長い伝統を誇る日本という国について更なる興味をおぼえられ、今日の日
本人の願望とか貢献について更なる関心をお持ち下さり、そしてこの小さいな
がらも素晴らしい海洋帝国日本の求めるところを忖度して下さることになれば、
この小著の刊行は決して無駄ではなかったということになりましょう。
日本を真の意味において理解するためには、日常目にするただの絵画である
とか、ごくありふれた平凡な陶磁器とか塗物であるとか、日本人が平常身に着
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ける伝統的な着物などにさりげなく表現されている日本人の美意識を理解して
いただかなくてはなりません。ただ、日本語で書かれた書物を読みこなすこと
は、とても現在の私たちの殆どの者の能力の及ぶところではありません。しか
し、日本には至るところに美しいものが溢れるばかりに存在していて、それら
のものは私たちのすべての者が理解できる世界共通の言葉、すなわち美そのも
のによって私たちに語りかけていると言えるのではないでしょうか񩀢 ただ残
念ながら、私は以下の諸章において、日本の美術についてその神髄に迫ること
は出来ませんでしたが、私たちの身近なところで、多くの宝物ともいうべきも
のが発見され、それこそ長年の研ᮎの結果その真贋を見分ける鑑識眼を持つに
至った方々の手によって本物の良さが発見され、⽛商業用の輸出品⽜と長年月
の伝統に支えられた高度の芸術品との違いを識別することが可能となるのでは
ないでしょうか。
この小著出版に際して、批評によるにせよ激励によるにせよ、あるいは筆者
に欠けている情報知識を提供して下さることによって、この小著の執筆を可能
にして下さった皆々様に対して、心からの感謝の念を捧げる次第であります。
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